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国土強靱化施策の実施状況の評価の在り方（目的）

○国土強靱化基本計画や会計検査報告等の周辺状況を踏まえ、「①国土強靱化施策に係るインプット・アウト
プット・アウトカムの把握」、「②国民の行動変容を促す国土強靱化への理解醸成」を目的に実施状況を評価。

＜国土強靱化施策の実施状況の評価の目的＞

PDCAサイクルの実施 関係者の理解・関心の向上

○毎年度、施策の進捗状況の把握及び効果検証等を実施
○重要業績指標（KPI）の設定
・ 施策グループの進捗状況等を可能な限り定量的に把握
・ 想定リスクの規模や対象範囲等を考慮した具体的な数値指標を設定
・ 災害発生を契機とした国土強靱化施策の効果検証の結果について、
アウトカム指標の活用等を通じ、不断に見直し

施策グループの推進方針の見直し、施策の重点化

○「国土強靱化広報・普及啓発活動戦略」に基づく取組
・ 国土強靱化の理念や具体的な効果等の分かりやすい発信
・ 受け手の視点に立った情報発信・適切な媒体の活用
・ 関係機関による主体的・積極的な取組と一層の連携

あらゆる関係者の取組を推進

■国土強靱化基本計画（第４章 計画の推進と不断の見直し）

■３か年緊急対策に係る会計検査報告 ■国土強靱化推進会議における指摘

予算執行、対策実施、目標・実績の公表、
効果発現状況に関する丁寧な説明

関係者の理解・関心の向上

○予算執行（支出済額の未把握、不用額の多い対策）
○対策実施（閣議決定等に明記されていない事業内容）
○目標・実績の公表（対策箇所の状況未把握）
○効果発現（工事未完了箇所の存在、効果未発現）

実施状況の把握・公表、適切な対応の実施

○個別の国土強靱化施策の進捗だけではなく、国土強靱化施
策によって大規模自然災害による被害がどの程度軽減できる
のかといった観点で評価すべき 等

国民にとって分かりやすい説明

＜目的①＞
国土強靱化施策に係るインプット・アウトプット・アウトカムの把握

＜目的②＞
国民の行動変容を促す国土強靱化への理解醸成
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インプット アウトプット（KPI） アウトカム・実績

〇対策毎の予算管理
〇予算とアウトプットの関係性を評価

〇事業特性を踏まえたKPIの設定
(事業期間、事業主体、… 等）

〇適切な母集団を対象としたKPIの設定
〇類似対策のKPI定義の統一
〇段階的な進捗を評価可能なKPIの設定
〇KPIの考え方、定義、投資優先の考え方
の整理

〇KPIを補足するデータ整備
（箇所図、補足指標、… 等）

〇国と地方のKPIの関連付け
〇地域特性を踏まえたKPIの設定

(人口規模、都市機能、… 等）

〇中長期的な重点施策の評価

〇関連施策との相乗効果の分析
〇平時インパクトの評価
〇残存リスクの分析
〇課題も含めた総合評価
〇分析に必要な知見の蓄積

（研究機関連携、データ公開 等）

〇KPIを補足するデータ整備
（潜在的変化（意識等）、社会・経済指標 等）

〇施策横断的な指標の設定

国土強靱化施策の実施状況の評価の在り方（論点）

○第2回推進会議や関係省庁ヒアリングから抽出された課題認識と対応方針について、「国土強靱化施策の実
施状況の評価の在り方」としてとりまとめ。

「国土強靱化施策の実施状況の評価の在り方」のとりまとめ

＜実施状況の評価の在り方に向けた論点＞
①国土強靱化施策に係るインプット・アウトプット・アウトカムの把握

施策の推進（年次計画） 基本計画や脆弱性評価の見直しに向けた取組

〇加速化すべき施策の評価
〇施策の深化の評価

〇脆弱性評価の見直しに向けた知見の蓄積

②国民の行動変容を促す国土強靱化への理解醸成
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